


知覧特攻平和会館
ちらんとっこうへいわかいかん

長崎原爆資料館
ながさきげんばくしりょうかん

大刀洗平和記念館
たちあらいへいわきねんかん

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館
こくりつながさきげんばくしぼつしゃついとうへいわきねんかん

1950年東京都生まれ。公益財団法人全国修学旅行研究協会
理事長。大学卒業後、東京都公立中学校に社会科教諭として
勤務。その後、墨田区立吾嬬第三中学校・同鐘淵中学校教頭、
板橋区立志村第三中学校校長、中野区教育委員会指導室長、
世田谷区立尾山台中学校校長。2009年全日本中学校長会会
長、財団法人日本中学校体育連盟会長、中央教育審議会臨時
委員。2012年より現職。

知覧特攻平和会館は、第二次
世界大戦末期の沖縄戦で、人
類史上類のない爆装し、飛行
機もろとも敵艦に体当たりし
た陸軍特別攻撃隊員の遺影、
遺品、記録等貴重な資料を収
集・保存・展示して当時の真

情を後世に正しく伝え世界恒久の平和に寄与する施設です。隊員が
残した遺書や手紙を通して、いのちの尊さや平和の大切さについて
考えていただくことを願っています。

1954年長崎県生まれ。活水高校・活水女子大学非常勤講師。
神戸大学大学院修士課程修了。長崎県の公立高校教諭を経て、
長崎市の私立活水高校教諭。活水高校赴任後、平和学習部を起
ち上げ、35年間指導にあたる。定年退職後、現職。2017年度長
崎市平和宣言文起草委員。

1945年8月9日午前11時2分、1発
の原子爆弾により長崎の町は壊滅
し、多くの人が死傷しました。長崎
原爆資料館は、原爆被爆の事実を
風化させず後世に伝えていくため、
原爆が投下されるまでの経過や被
爆した資料、被爆当時の映像・写
真、被爆者の手記などを展示してい

ます。流れに沿って見学する中で、原爆がもたらすむごさや平和の大
切さを感じていただけます。

かつて福岡には東洋一と謳われ
た飛行場がありました。その中の
大刀洗陸軍飛行学校では約１万
人を養成し、昭和18年（1943
年）には少年飛行兵と言われた14
才～16才の少年たちが2,000 
名、翌年には3,000名が操縦訓
練を受けています。また、この飛

行場は特攻隊の中継基地として若き特攻隊員の出撃を見送った場
所でもあります。平和記念館が語る戦争の真実から、平和の大切さ
や命の尊さを学びましょう。

原爆死没者を追悼し、永遠の平和を祈念し平
成15年に開館しました。地上部には直径29
ｍの水盤があり、夜になると約7万個の灯り
が、追悼の意を捧げています。地下２階の追悼
空間には、原爆死没者の名簿棚があり、ここ
で追悼集会を行う学校も増加しています。閲
覧室では、ご遺影や手記体験記、証言音声な
どを自由に閲覧でき、平和情報コーナーでは、
音声と映像で被爆者の証言を聴いたり、平和
のメッセージを書き残すことができます。


